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研究分野： 内科学 
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キーワード：生活習慣病・科学的エビデンス、健康寿命、生活習慣改善 
 
１．研究計画の概要 

 
（１） 食事、運動、飲酒、喫煙などの生活
習慣の改善は、糖尿病やメタボリックシン
ドロームを始めとする生活習慣病の克服に
不可欠である。しかし、生活習慣改善の有
効性を示した信頼しうる具体的データが不
足している。具体的で説得力のある生活習
慣指導のための、日常生活にすぐ適用可能
な科学的エビデンスの確立することが本研
究の目的である。 
（２） 本研究は、サブプロジェクト[1] 既
存の生活習慣研究の定量的メタアナリシス
によるエビデンス化－定量的メタアナリシ
ス手法を用いた生活習慣療法の最上位エビ
デンスの創成、サブプロジェクト[2] 青少
年における将来の生活習慣病発症リスクフ
ァクターの確立－伝統校同窓会コホートを
活用した超長期ヒストリカル・コホート研
究、サブプロジェクト[3] 青少年における
効果的な生活習慣教育法の確立－小児肥満
と若年女性のやせを標的とした食育による
介入研究、サブプロジェクト[4] 中高齢者
におけるより効率的な生活習慣病検診シス
テムの開発－健診蓄積データを活用した効
率的な生活習慣病・動脈硬化疾患予知シス
テムの開発、サブプロジェクト[5] すでに
生活習慣病を有する中高齢者の二次予防エ
ビデンスの確立－糖尿病をモデルにした合
併症の二次予防のための生活習慣療法エビ
デンスの確立、サブプロジェクト[6] 高齢
者の健康寿命延伸のための生活習慣改善エ
ビデンスの確立－高齢者コホートを活用し
た高齢者における食事と運動の改善による
効果の検討、サブプロジェクト[7] 生活習
慣・健康科学情報の適切な広報・報道・教

育法の開発－健康情報の質の評価とメディ
ア等を通じた適切な情報伝達手法の確立、
サブプロジェクト[8] 生活習慣改善による
生活習慣病克服と健康寿命延伸に関するエ
ビデンスの総合的データベース確立からな
る。 
 

２．研究の進捗状況 
（１）本研究は、上記、8 つのサブプロジェ
クトから成る。これらを進捗させることによ
り、(i)生活習慣とその改善が生活習慣病克
服と健康寿命延伸に果たしうる役割、(ii)そ
の実現のための具体的プロトコール、(iii)
人々に実際に行動変容を起こすための教育
法、を明らかにし、日常生活に応用可能な科
学的エビデンスの形で提示する。毎年 2-3 個
ずつのサブプロジェクトを進行させており、
現在は、その 7 つまで順調に進行している。 
（２）本研究では、国民の健康に直結する生
活習慣の影響と効果について、前向き研究に
基づく信頼しうる科学的エビデンスとして
確立・提示することである。通常これには長
い研究期間を要するが、極めて短期間で達成
するための独創的工夫として、130 年の歴史
を持つお茶の水女子大・筑波大とその付属校
の保存データや、申請者が携わってきた既存
進行中の複数の大規模コホートを活用して
ヒストリカル・コホートを作成する。これと、
その後の生活習慣病発症や寿命との関係を
解析すれば、これまでに例がないほど長期の
生活習慣の影響（たとえば青少年期の生活習
慣と高齢期の生活習慣病発症との関係）や、
多数の日本人患者における生活習慣療法の
効果を研究期間内に解明可能である。 
 
３．現在までの達成度 
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① 当初の計画以上に進行している。 
（理由） 
 すでに 10 本以上の英文原著論文に加え、
総説論文、著書、学会発表、招待講演、内外
のメディア報道なども合計 100 点を超え、順
調に成果があがっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 引き続きこれまで通りに進行させれば、当
初の目的が達成され、当該分野の研究、国民
保健の現場ならびに施策などに多大な貢献
をなし得ると期待している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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